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0.0
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1] 1
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103.フ
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2.0
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客
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107.0

102.5
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調

営

今
月
十
六
日
か
ら
確
定
申
告
の
受

付
け
が
始
ま
り
ま
す
。
事
業
主
の
方

に
と
っ
て
は
総
決
算
の
時
期
で
あ
る

と
同
時
に
頭
の
痛
い
時
期
で
も
あ
り

ま
す
▼
当
所
中
小
企
業
相
談
所
で
は

恒
例
に
ょ
り
確
定
申
告
が
始
ま
る
十

六
日
か
ら
一
力
月
に
わ
た
り
確
定
由

告
の
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
せ

い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い
▼
と
こ
ろ

で
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
い
つ
も
感

じ
る
の
は
日
常
の
記
帳
の
大
切
さ
。

年
に
一
回
し
か
経
営
状
祭
把
め
な

い
と
い
、
つ
こ
と
で
は
健
全
な
発
展
は

望
む
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
▼
今
年
こ

そ
正
し
い
記
帳
の
習
慣
を
つ
け
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
わ
か
ら
な
い

点
は
当
所
中
小
企
業
相
談
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

被
履

熱
道

光
水

数
数
数
数
数
数
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数
率

足
求
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一
昭
和
五
十
五
年
度
中
小
企
、

一
業
の
経
営
調
査
雇
営
指

1
 
-
冒
,

一
輩
に
つ
ぃ
て
一

゛

中
小
企
業
庁
で
は
、
毎
年
定
期
的

に
中
小
企
業
の
経
営
活
動
の
実
態
を

調
査
し
、
そ
の
経
営
耿
況
を
健
全
企

業
の
業
種
別
及
び
規
椣
別
の
計
数
と

し
て
算
出
し
、
分
析
結
果
「
中
小
企

業
の
経
営
指
標
」
と
し
て
と
り
ま
と

め
、
一
般
中
小
企
業
者
が
墾
呂
合
理

化
を
行
、
つ
際
、
あ
る
い
は
、
中
小
企

業
診
断
拙
当
者
等
か
堂
呂
診
断
指
導

を
行
う
際
の
参
吉
資
料
と
し
て
公
表

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
五
十
五
年

度
決
算
に
関
す
る
調
査
結
果
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
対
象
企
業
は
、
建
設
、

製
造
、
卸
、
小
売
、
サ
ー
ビ
ス
業
に

属
す
る
中
小
企
業
三
、
 
0
五
二
企

業
、
回
収
企
業
数
は
一
一
、
七
八
四

企
業
(
回
収
率
五
六
・
 
0
%
)
、
集

計
企
業
数
は
一
一
、
三
九
企
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
集
計
の
対
象
と
な
っ
た
企

業
は
、
企
業
堂
呂
が
比
較
的
雙
理
さ

れ
て
い
る
企
業
を
選
ん
で
い
る
た
め
、

健
全
企
業
平
均
従
業
貝
数
は
、
製
造

業
六
十
七
人
、
卸
上
輩
三
十
九
人
、

小
売
業
十
五
人
と
中
小
企
業
全
般
の

事
業
所
統
計
(
五
十
三
年
)
の
平
均

数
値
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。

◇
今
回
の
経
営
指
標
の
概
況

昭
和
五
十
五
年
度
の
わ
が
国
経
済

は
輸
出
及
び
設
備
投
資
は
総
じ
て
曜

調
に
推
移
し
た
も
の
の
個
人
消
費

の
停
滞
、
住
宅
投
資
の
落
ち
込
み
を

主
因
と
し
て
経
済
の
拡
大
テ
ン
ポ
が

鈍
化
し
、
い
わ
ゆ
る
「
旦
釜
の
か
げ

り
」
の
局
面
に
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
当
調

査
に
お
い
て
、
五
十
四
年
度
に
は
改

善
の
き
ざ
し
を
み
せ
て
い
ま
し
た
企

業
の
収
益
性
も
、
五
十
五
年
度
は
全

般
的
に
ほ
ば
横
ば
い
と
低
迷
し
て
い

ま
す
。すな

わ
ち
、
五
十
三
、
五
十
四
年

度
と
上
昇
傾
向
を
示
し
て
い
た
製
造

業
の
収
益
性
は
わ
ず
か
な
か
ら
低
下

し
、
卸
売
業
も
五
十
四
年
度
の
低
下

に
引
き
続
き
、
玉
十
五
年
度
に
入
っ

て
も
足
踏
み
状
態
を
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
売
業
も
四
十
九
年
度
以
来

低
下
傾
向
が
続
い
た
後
、
五
十
四

五
十
五
年
度
と
引
き
続
き
横
ば
い
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
建
設
業
は
比
較
的
堅
調
な

動
き
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

調
査
対
象
業
種
が
追
加
さ
れ
た
こ
と

か
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
そ
の

分
を
除
く
と
建
設
業
も
停
滞
ぎ
み
と

な
っ
て
い
ま
t

中
小
企
業
の
経
営
は
、
第
二
次
石

油
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
等
も
あ
り
、
原

材
料
、
仕
入
商
品
等
へ
の
コ
ス
ト
上

昇
圧
力
は
根
強
い
も
の
が
あ
り
、

件
費
の
上
昇
も
続
い
て
い
ま
す
が
、

反
面
、
コ
ス
ト
面
へ
の
意
識
も
高
く

製
造
業
、
小
売
業
で
は
生
産
性
の
上

昇
が
人
件
費
の
上
昇
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。し

か
し
な
が
ら
、
五
十
五
年
度
に

入
っ
て
全
般
に
販
売
、
管
理
費
比
率

の
上
昇
が
み
、
わ
れ
、
収
益
性
が
低
迷

.

す
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
手
。

こ
れ
は
、
五
十
四
年
度
来
の
金
利
の

上
昇
に
伴
っ
て
支
払
利
息
等
か
増
加

し
た
こ
と
に
ょ
る
も
の
と
考
、
え
、
わ
れ

ま
す
。財

務
面
で
は
、
自
己
資
本
比
率
は

概
ね
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
企
業
の
流

動
性
も
建
設
業
を
除
き
改
善
が
み
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
集
計
企
業
の
う
ち

健
全
企
業
(
調
査
時
に
お
い
て
営
業

利
益
及
び
曾
利
益
が
黒
字
の
企
業
)

の
占
め
る
割
合
は
次
表
の
と
お
り
で

前
年
度
よ
り
減
少
し
て
お
り
、
業
種

別
に
み
て
も
そ
れ
ぞ
れ
低
下
し
て
い

す
。

◇
業
種
別
の
概
要

設

(
収
益
性
)

建
設
業
の
経
営
資
本
対
営
業
利
益

率
(
営
業
利
益
/
経
営
資
本
)
は

五
十
三
年
度
の
五
・
一
%
か
ら
五
十

四
年
度
五
・
三
%
、
五
十
五
年
度
五
・

四
%
と
若
干
な
が
,
わ
上
向
き
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
、
わ
建
設
業
に
つ

業
種全

産
業

い
て
は
、
調
査
対
象
が
五
十
四
年
度

一
業
種
、
五
十
五
年
度
二
業
種
と
そ

れ
ぞ
れ
追
加
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

を
除
く
五
業
種
で
は
、
一
業
種
を
除

き
、
全
般
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
む
し
ろ
停
滞
ぎ
み
で
あ
る
と
い

、
え
ま
す
。

璽
産
竺

自
社
常
雇
従
業
貝
一
人
当
り
の
月

平
均
人
件
費
は
、
前
年
度
に
比
べ
一

六
・
一
%
増
加
し
て
、
、
同
一
人
当
リ

年
間
完
成
加
工
高
(
完
成
工
事
高
か

、
め
材
料
費
、
労
務
費
、
外
注
費
を
控

除
し
た
も
の
)
の
増
加
率
-
0
・
ハ

%
を
上
回
り
、
完
成
加
工
高
対
人
件

費
比
率
(
人
件
費
/
完
成
加
工
高
)

は
、
五
十
四
年
度
の
四
0
 
・
ハ
%
か

ら
四
二
・
ハ
%
と
上
昇
し
て
い
ま
す
。

(
財
務
)

総
資
本
対
自
己
資
本
比
率
(
自
己

資
本
/
総
寳
本
)
は
、
五
十
四
年
度

の
二
0
 
・
五
%
か
、
セ
三
・
 
0
%
ヘ

と
な
り
、
五
十
二
年
度
以
降
の
低
下

傾
向
か
ら
上
昇
に
転
ヒ
ま
し
た
。
し

か
し
、
流
動
負
債
対
流
動
資
産
比
率

(
流
動
資
産
/
流
動
負
債
)
は
五
十

二
年
度
の
τ
三
・
 
0
%
を
ピ
ー
ク

に
五
十
四
年
度
一
一
五
・
四
%
、

十
五
年
度
一
一
一
・
五
%
と
低
下
が

続
い
て
い
ま
す
。

②
製
造
業

(
収
益
性
)

収
益
性
は
、
五
十
三
年
度
、
五
十

四
年
度
と
二
年
連
続
の
上
昇
か
ら
、

五
十
五
年
度
は
前
年
度
の
八
・
ニ
%

に
対
し
八
・
一
%
と
わ
ず
か
な
が
ら

低
下
し
て
い
ま
す
。

(
生
産
性
)

年
度

製
造
業

五
十

売
業

回
回

六
二
・
五

サ
ー
ビ
ス
業

売
業

五
五
・
三

五
十
一

六
七
・
ニ

六
三
・
四

(

七
五
・
四

C
、

従
業
員
一
人
当
り
年
間
生
産
高
は

前
年
度
比
-
 
0
 
・
一
%
増
同
加
工

高
も
九
・
七
%
増
と
な
り
加
工
高
比

率
(
加
工
高
/
生
産
高
)
は
五
十
四

年
度
の
四
0
・
七
%
か
ら
四
0
・
五

%
と
低
下
し
、
加
工
高
対
人
件
費
比

率
も
五
十
四
年
度
の
四
二
・
ハ
%
か

ら
四
二
・
0
%
へ
と
低
下
し
て
い
ま

す
。

六
二
・
四

六
六
・
三

五
十
二

六
二
・
五

六
0
 
・
ニ

七
0
・
五

-
ー

六
一
・
 
0

六
二
・
0

五
十
三

建
設
業
は
五
十
四
年
度
六
九
%
←
五
十
五
年
度
六
二
%
と
な
っ
て
い
る
。

Y
(

五
七
・
四

六
三
・
九

六
三
・
七

六
六
・
四

六
一
・
一

五
十
四

ナ
ニ
・
一

(
財
務
)

自
己
資
本
比
率
は
五
十
四
年
度
の

三
0
・
六
%
か
ら
一
・
ニ
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
て
三
丁
八
%
と
五
十
二
年

度
以
来
の
上
昇
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
流
動
比
率
も
五
十
四
年
度
一

四
八
・
九
%
か
ら
一
五
0
・
四
%
ヘ

と
再
び
上
昇
に
転
じ
て
い
ま
す
。

③
卸
売
業

(
収
益
性
)

卸
売
業
の
収
益
性
は
、
五
十
三
年

度
に
一
時
反
転
を
み
た
も
の
の
四

十
九
年
度
以
降
低
下
傾
向
が
続
い
て

お
り
、
五
十
五
年
度
も
四
・
五
%
と

横
ば
い
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

星
産
性
)

従
業
員
一
人
当
り
年
間
売
上
高
は

前
年
度
比
一
・
五
%
増
、
同
月
平
均

人
件
費
は
同
五
・
一
%
増
と
な
り
、

売
上
高
対
人
件
費
比
率
(
人
件
費
/

売
上
高
)
は
、
五
十
四
年
度
の
五

九
%
か
ら
0
・
三
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

て
六
・
ニ
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(
財
務
)

自
己
資
本
比
率
は
、
四
十
九
年
度

以
降
五
十
四
年
度
を
除
い
て
上
昇
基

調
に
あ
り
、
五
十
五
年
度
も
五
十
四

年
度
の
二
五
・
ニ
%
か
、
わ
0
 
・
ハ
ポ

イ
ン
ト
上
昇
し
て
二
六
・
0
%
と
、

六
七
・
七

六
三
・
0

七
三
・
五

五
十
年
代
で
は
最
も
高
い
水
準
と
な

つ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
流
動
比
率
も

自
己
資
本
比
率
と
同
様
、
五
十
四
年

度
を
除
い
て
上
昇
基
調
に
あ
り
、
五

十
五
年
度
は
、
五
十
四
年
度
の
一
三

丁
 
0
%
か
ら
二
・
ハ
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
て
一
=
三
一
・
ハ
%
と
な
っ
て
い

六
二
・
ハ

五
十
五

六
四
・
四

六
三
・
0

六
五
・
ニ

六
八
・
0

六
一
・
七

六
一
・
 
0

六
五
・
0

五
七
・
0

2

(
収
益
性
)

゛

五
十
五
年
度
の
小
売
業
の
収
益
性

は
六
・
七
%
と
な
っ
て
お
り
、
四
十

九
年
度
以
降
低
下
傾
向
か
続
い
た
あ

と
五
十
四
年
度
に
引
き
続
き
横
ば
い

と
な
っ
て
い
ま
す
。

亙
産
性
)

従
業
1
人
当
り
年
間
売
上
高
は

前
年
度
比
六
・
一
%
増
、
同
月
平
均

人
件
費
は
同
五
・
一
%
増
と
な
っ
て

お
り
、
売
上
高
対
人
件
費
比
率
は
五

十
四
年
度
の
三
・
三
%
か
、
め
 
Z
 
-
・

ニ
%
へ
と
若
干
低
下
し
て
い
ま
す
。

(
財
務
)

自
己
資
本
比
率
は
五
十
四
年
度
の

四
0
・
三
%
か
ら
四
C
・
九
%
へ
と

0
・
六
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
を
示
し
て

お
り
引
き
続
き
四
0
%
台
を
確
保

し
て
ぃ
ま
す
。
ま
た
、
流
動
比
率
に

つ
い
て
も
五
十
四
年
度
の
一
七
0

九
%
か
ら
一
七
三
・
0
%
へ
と
改
善

を
示
し
て
い
ま
す
。

、

3

昭
和
五
十
七
年

新
年
賀
会
盛
大
に
開
催

新
年
恒
例
の
「
新
年
賀
会
L
 
は
、

先
月
六
日
、
当
所
、
奈
良
経
済
伺
友

会
並
び
に
当
所
友
好
倶
楽
部
の
共
催

で
約
三
五
0
人
が
集
い
盛
大
に
開
催

さ
れ
た
。

君
が
代
、
年
の
始
め
の
合
唱
で
幕

を
あ
け
た
年
賀
会
で
は
、
知
り
合
い

を
見
つ
け
て
は
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す

新
年
な
ら
で
は
の
光
景
が
繰
り
広
げ

、
わ
れ
る
な
か
、
賀
会
は
進
め
ら
れ
、

ま
ず
小
林
会
頭
が
「
現
在
の
厳
し
い

需
環
境
を
み
る
と
き
、
も
は
や
他

力
本
願
で
は
だ
め
で
あ
る
。
積
極
的

な
自
助
努
力
で
こ
の
難
局
を
切
り
拓

い
て
い
き
た
い
。
」
と
力
強
く
決
意
を

述
べ
、
続
い
て
あ
い
さ
つ
に
た
っ
た

七
光

弘
宏

東
東

近
近

=
五
0
人
が
集
う

稙
田
経
済
同
友
会
代
表
幹
事
も
「
厳

し
い
現
状
を
す
な
お
に
受
け
と
め
、

経
済
活
動
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
」
と
参
加
者

の
発
奮
を
促
し
た
。

こ
の
あ
と
、
今
年
の
エ
ト
・
戌
年

生
ま
れ
の
四
十
九
人
に
縁
起
も
の
の

破
魔
矢
が
手
渡
さ
れ
、
引
続
い
て
上

田
県
知
事
木
山
奈
良
市
長
の
祝
辞

の
あ
と
、
奈
良
県
経
営
者
協
会
長
で

あ
る
阪
本
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝

宴
に
入
り
、
県
内
経
済
界
で
ご
活
躍

、

中
の
元
近
鉄
社
長
今
里
英
三
氏
の
力

強
い
万
才
三
唱
で
盛
会
裡
に
幕
を
閉

ヒ
大

.
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冬
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ー
ゼ
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皐
1
甚
&一

地
道
な
景
気
回
復

皐
武
1
-

五
十
六
年
度
の
経
済
成
長
は
、
三
・

五
1
四
%
の
剛
位
で
あ
ろ
う
。
政
府

予
恕
を
残
念
な
が
ら
下
廻
る
。
第
二

次
石
油
危
機
の
発
生
後
、
第
一
次
の

経
験
か
教
訓
と
し
て
生
か
さ
れ
、
満

点
に
近
い
対
応
で
克
服
は
欧
米
先
進

国
に
比
べ
て
見
事
で
あ
っ
た
。
業
績

の
落
ち
込
み
も
、
成
長
寧
の
落
ち
込

み
も
、
そ
し
て
株
価
の
落
ち
込
み
も
、

第
一
次
の
後
と
は
格
段
に
述
う
た
怪

さ
で
あ
っ
た
。

こ
の
軽
さ
の
故
に
、
回
復
に
つ
い

て
少
々
楽
観
的
に
み
る
人
か
多
過
ぎ

た
。
春
先
か
、
わ
の
回
復
一
昔
の
割
り

に
実
体
経
済
の
運
び
か
地
味
な
た
め
、

苦
情
を
言
う
向
き
も
あ
る
。
こ
の
位

か
当
然
で
あ
っ
て
、
黛
羽
し
い
と
は

一
言
い
な
か
、
わ
、
月
ご
と
に
回
復
歩
調

か

キ
リ
し
て
い
る
の
も
*
笑
。

前
回
の
回
復
段
階
に
は
、
財
政
か

先
頭
に
立
二
L
大
幅
の
補
正
予
算
等

を
追
加
し
て
援
准
射
撃
を
や
う
た
。

今
回
は
財
源
面
か
、
わ
全
然
期
待
出
来

な
い
上
に
、
若
干
の
増
税
も
や
リ
足

を
引
弧
る
側
に
回
う
て
い
る
。
輸
出

に
活
略
を
見
出
し
、
折
か
ら
の
円
安

効
果
と
併
せ
て
大
企
業
や
輸
出
関
連 立

花
証
券
・

会
長
石
井
久
;
三
:
:
.

孕
1
-
ー
ー
&
d
声
ぜ
&
せ
童
ぜ
声
逓
;

セ
か
で
弼

.

.

業
界
は
好
調
で
あ
っ
た
。
個
人
消
費

に
密
着
度
の
高
い
中
小
企
業
や
、
内

需
中
心
業
界
は
相
対
的
に
業
績
は
力

る
く
、
"
京
気
は
良
く
な
る
ど
こ
ろ
か
、

力
る
く
な
る
一
方
だ
と
言
う
不
満
と

な
っ
て
い
る
。

マ
ク
ロ
回
復
、
ミ
ク
ロ
不
況
の
形

で
あ
り
、
顕
数
が
中
小
企
業
が
圧
倒

的
に
多
い
た
め
、
景
況
に
つ
い
て
力

る
く
み
る
人
の
方
が
多
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
此
処
で
間
違
え
て
は
い
け

な
い
。
現
在
の
立
ち
場
で
判
断
し
、

一
製
を
わ
る
く
見
過
ぎ
て
失
敗
し
な

こ
と
か
肝
要
。

い

つ
ま
り
五
十
七
年
は
今
年
よ
り
実

体
経
済
は
か
な
り
明
る
く
な
る
と
み

る
か
、
わ
だ
。
成
長
率
こ
そ
四
%
そ
こ

そ
こ
し
か
期
待
出
来
な
い
か
、
儲
け

の
期
待
出
来
る
景
況
と
な
る
で
あ
ろ

企
業
を
先
頭
に
し
て
回
復
途
上
に
入

つ
て
い
る
日
本
経
済
だ
け
に
、
中
小

企
業
の
対
象
た
る
個
人
消
費
も
上
向

く
と
こ
ろ
へ
来
て
い
る
。
-
ー
ニ
%

の
実
質
伸
び
に
過
ぎ
な
か
っ
た
個
人

消
費
が
、
ニ
カ
年
の
手
控
へ
の
反
動

も
手
伝
っ
て
、
五
十
七
年
は
倍
以
上

の
三
・
五
%
位
の
伸
ぴ
か
予
想
さ
れ

る
。中

東
方
面
や
、
東
欧
方
面
か
ら
不

安
材
梨
飛
ぴ
出
す
不
爰
も
あ
っ
て
、

消
費
活
動
も
警
戒
的
で
あ
っ
た
が

、

五
十
七
年
は
不
安
解
消
の
度
合
い
が

高
い米

国
の
異
常
と
も
思
え
る
高
金
利

が
消
費
者
心
理
に
や
は
り
相
当
響
い

た
か
、
既
に
下
落
傾
向
と
な
り
、
足

を
引
張
る
可
能
性
も
薄
れ
た
。
金
利

を
大
幅
に
下
げ
、
金
融
を
緩
め
て
、

貿
易
の
大
幅
黒
字
を
解
消
す
る
手
段

し
か
な
い
現
状
だ
け
に
、
五
十
七
年

は
予
想
以
上
の
金
余
り
時
代
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
日
本
経
済
は
全
体
に
借

金
が
多
く
、
金
利
の
低
下
や
、
金
融

の
緩
み
に
は
効
果
が
大
き
い
。

個
人
消
費
も
、
住
宅
投
資
も
、
そ

し
て
設
備
投
資
も
、
現
在
予
想
さ
れ

て
い
る
よ
リ
強
目
に
実
績
は
出
て
来

る
と
考
え
る
。
そ
う
言
、
つ
世
の
中
に

し
な
い
と
、
国
際
収
支
の
大
幅
黒
字

は
改
善
さ
れ
な
い
し
、
国
際
的
経
済

摩
擦
は
解
消
し
な
い
。
強
過
ぎ
る
が

故
に
い
ろ
い
ろ
の
摩
擦
か
発
生
し
て

い
る
し
、
貿
易
の
大
豐
革
に
な
っ

て
い
る
。
如
何
に
自
由
経
済
と
か
、

自
由
貿
易
と
か
言
っ
て
も
、
そ
れ
に

は
限
度
か
あ
る
。

円
相
場
か
予
想
以
上
に
円
高
に
発

展
す
る
可
能
性
が
あ
る
だ
け
に
、
輸

出
入
に
関
連
の
メ
ー
カ
ー
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
商
売
関
連
の
人
は
円
相

場
の
成
り
行
き
を
重
視
し
た
経
営
が

肝
要
と
な
ろ
う
。
二
次
に
亘
る
石
油

危
機
か
・
わ
、
日
本
禁
、
世
界
経
済

共
に
物
的
拡
大
か
難
し
い
世
の
中
に

変
っ
た
。

実
物
経
済
の
停
滞
は
、
金
融
資
産

活
躍
の
到
来
を
意
味
す
る
。
特
に
日

本
の
場
合
に
は
、
異
常
な
貯
蓄
率
の

高
さ
故
に
、
金
対
物
、
金
対
株
と
の

不
均
衡
が
激
化
す
る
。
お
ま
け
に
外

国
か
、
わ
も
、
日
本
経
済
の
強
さ
か
、
わ
、

円
や
株
に
投
資
が
増
え
る
情
勢
に
あ

る
。
新
年
は
新
、
わ
し
い
時
代
の
根
づ

つ
く
年
に
な
ろ
、
つ
。

1
0
1
0
1

筆
者

介

紹

昭
和
二
十
三
年
、
二
十
五
歳
で
兜

町
入
り
し
、
「
独
眼
流
」
の
ぺ
ン
ネ

ー
ム
で
活
躍
。
証
券
市
場
内
に
ユ
ニ

ー
ク
六
昼
療
通
・
株
式
評
論
家
と
し

て
知
ら
れ
る
。
二
十
八
年
、
、
三
十
歳

で
証
券
会
社
を
設
立
、
社
長
と
し
て

二
十
年
間
、
超
強
気
倫
陣
を
は
る
。

四
十
八
年
に
会
長
就
任
。
石
油
危
機

以
来
、
こ
れ
か
、
わ
の
日
本
の
政
治
と

景
気
・
経
痛
は
「
今
ま
で
の
考
之
力

で
は
ダ
メ
だ
」
と
一
転
し
て
手
ば
な

し
の
楽
観
を
い
ま
し
め
る
警
戒
論
者

と
な
り
、
今
日
の
大
変
動
を
善
処
し

た
。
大
正
十
二
年
生
れ
、
福
岡
県
出

身
。

、
つ
0大

企
業
中
心
の
上
場
会
社
千
七
百

社
で
も
、
五
十
六
年
は
平
均
し
て
業

穎
は
二
0
%
か
、
わ
み
タ
ウ
ン
し
た
。

こ
れ
か
五
十
七
年
は
、
二
0
%
以
上

の
増
益
に
逆
転
す
る
。

既
に
第
二
次
石
油
危
機
か
,
わ
の
デ

フ
レ
飽
郭
は
出
尽
し
て
お
り
大

中
小
企
業
は
、
わ
が
国
の
経
済
の

な
か
で
大
き
な
地
位
を
占
め
、
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で

は
、
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
講
じ
、
中

小
企
業
者
の
経
営
努
力
を
側
面
か
、
わ

支
援
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
中
小
企
業
庁

で
は
、
中
小
企
業
施
策
普
及
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
こ
れ
、
わ
の
き
め
細
か

い
施
策
を
紹
介
し
た
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
都
道
府
県
商
工
会
議

所
及
び
金
融
機
関
等
の
関
係
機
関
に

配
布
し
ま
し
た
。
中
小
企
業
の
方
々

の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ぱ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
今
回
発
行
し
た
五
種

0
、

類
の
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内
要
に
つ

、

ノ

し

て
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
の
で
、
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
こ
れ
、
わ
の
。
ハ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
無
料
で
す
。
な
お
、
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
寄
り
の
商

工
会
議
所
や
関
係
機
関
に
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
、
「
中
小
企
業
施
策
の
あ
ら
ま
し
し

(
五
十
六
年
度
版
)

中
小
企
業
の
近
代
化
、
高
度

①
化
の
た
め
の
施
策
と
し
て
、
人

材
、
技
術
、
情
報
と
い
っ
た
い

わ
ゆ
る
ソ
フ
ト
な
経
営
資
源
の

充
実
の
た
め
の
施
策
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
、
国
際
化
対
策
、
そ

れ
に
既
存
の
組
織
化
対
策
、
中

小
小
売
商
業
対
策
、
業
種
別
近

代
化
、
事
業
転
換
対
策
な
ど
。

2
 
中
小
企
業
の
経
営
安
定
を

図
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、
政

府
系
中
小
企
業
金
融
機
関
に
ょ

る
さ
ま
ざ
ま
な
貸
付
制
度
、
体
、

質
強
化
資
金
助
成
制
度
、
信
用

補
完
制
度
、
ま
た
、
自
己
資
本

充
実
の
た
め
の
税
制
、
そ
れ
に

最
近
ま
た
増
加
し
て
い
る
倒
産

防
止
の
た
め
の
施
策
な
ど
。

3
 
事
業
活
動
の
不
利
の
補
正
の

た
め
の
施
策
と
し
て
、
下
萸
止

業
対
策
、
官
公
需
対
策
な
ど
。

4
 
小
規
模
企
業
対
策
と
し
て
、

曾
改
善
普
及
事
業
、
小
企
業

等
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度
、

小
規
模
共
済
制
度
設
備
の
近

代
化
対
策
な
ど
。

以
上
の
よ
う
な
き
め
細
か
い
中
小

企
業
施
策
全
般
を
こ
の
パ
ン
フ
レ
ソ

ト
で
は
簡
単
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ニ
、
「
中
小
企
業
向
け
金
触
制
度
」

こ
の
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
①

政
府
系
中
小
企
業
金
融
機
関
の
各

柯
貸
付
制
度
、
②
中
小
企
業
信
用

保
険
公
庫
及
び
信
用
保
証
協
会
に

よ
る
信
用
補
完
制
度
、
③
中
小
企

業
体
質
強
化
資
金
助
成
制
度
、
④

中
小
企
業
高
度
化
資
金
・
設
備
近

代
化
資
金
制
度
な
ど
、
中
小
企
業

の
資
金
調
達
面
で
の
質
的
・
量
的

な
問
題
を
克
服
す
る
た
め
の
各
種

の
中
小
企
業
金
融
施
策
を
簡
単
に

紹
介
し
て
い
ま
す
。

三
、
「
中
小
企
業
の
た
め
の
税
制
」

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
中

小
企
業
者
の
税
負
担
を
で
き
る
だ

け
軽
く
し
、
そ
の
内
部
留
保
を
充

実
し
、
企
業
体
質
の
強
化
を
図
る

た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
税
制
上

の
特
別
措
置
の
具
体
的
内
容
に
つ

い
て
順
次
説
明
し
て
い
ま
す
。

四
、
「
小
規
模
企
業
対
策
の
あ
ら
ま

し
」

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
わ

が
国
経
済
の
中
で
非
常
に
大
き
な

地
位
を
占
め
て
い
る
小
規
模
企
業

の
経
営
の
安
定
と
振
興
を
図
る
た

め
に
講
じ
て
い
る
次
の
よ
う
な
施

5

お
好
み
呉
服

4

((
策
を
綛
介
し
て
い
ま
す
。

①
経
営
改
善
普
及
事
業
②
小
企

業
等
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度
、

③
設
備
近
代
化
資
付
制
度
、
④
設

備
貸
与
制
度
、
⑤
小
規
模
企
業
共

済
制
度
な
ど
。

五
、
「
中
小
企
業
の
た
め
の
技
術
振

興
」

こ
の
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
中

小
企
業
者
の
技
術
向
上
を
積
極
的

に
支
援
す
べ
く
次
の
よ
う
な
各
種

の
施
策
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

①
技
術
改
善
費
補
助
金
制
度
、
②

中
小
企
業
新
技
術
企
業
化
等
融
資

制
度
、
③
新
技
術
企
業
化
保
険
制

度
④
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
、

⑤
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
開
催
事
業
な

ど
。な

お
、
今
年
度
は
こ
の
他
、
五
十

五
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
ス

コ
ア
制
度
」
に
つ
い
て
り
1
フ
レ

ツ
ト
を
発
行
す
る
予
定
で
す
。

^
、
冒
弔
冒
冒
:
、
.
ー

淀
戸

奈
良
西
寺
林
商
店
街

合
紛
S
2
3
1
1
代

侠
&
シ

.

.

.

日
時
 
4
月
玲
S
巧
日

何
れ
も
午
前
十
時
1
午
後
三
時

場
所
当
所

講
師
(
男
子
)
木
林
本
正
樹
氏
(
玲
・
H
旦

(
女
子
)
西
田
恭
子
氏
(
玲
・
U
・
巧
日
)

受
講
料
一
名
に
付
五
千
円

◎
詳
細
に
つ
い
て
は
追
っ
て
通
知
致
し
ま
す

才
ん
ス
九
く
⑦

、
:
内
、
,
か
才
V

1
窃
づ
ψ
1
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昭
禾
釘
年
噺
^
覇
^

、
 
1
仏
当
影
彫
飢

婦
人
会
恒
例
の
昭
和
卸
年
新
年
会

は
、
去
る
一
月
十
九
日
、
春
日
ホ
テ

ル
に
お
い
て
近
東
会
長
ら
三
十
一
名

が
集
い
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
会
は
、
吉
川
扣
当
委
貝
長
の

開
会
の
こ
と
ぱ
で
始
ま
り
、
ま
す
近

東
会
長
が
「
当
婦
人
会
も
本
年
で
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
意
義
あ
る

年
に
当
リ
、
婦
人
会
組
織
を
強
化
す

る
と
と
も
に
親
睦
の
和
を
広
め
て
ゆ

き
た
い
し
と
あ
い
さ
つ
。

こ
の
あ
と
来
賓
と
し
て
迎
之
、
わ
れ

た
小
林
当
所
会
頭
が
祝
辞
を
竺
、

ひ
き
続
き
、
松
井
同
会
副
会
長
の
乾

杯
の
音
頭
で
交
歓
に
入
っ
た
。
宴
席

で
は
、
歌
や
ゲ
ー
ム
轟
り
広
げ
、
わ

れ
る
な
ど
婦
人
会
な
ら
で
は
の
趣
向

か
披
弼
さ
れ
、
和
気
合
々
の
な
か
で

親
睦
を
深
め
あ
い
ま
し
た
。

マ
お
知
ら
せ

二
月
例
会
(
経
済
講
演
全

テ
ー
マ
『
貌
年
の
日
本
需
の
展
望
」

講
師
奈
良
県
立
知
期
大
学
教
授

由
比
凌
氏

日
時
二
月
十
六
日

午
後
一
時
三
0
分
よ
り

場
所
当
所
三
階
グ
リ
ー
ン
ル
ー
ム

仁
介
仁
介
乍
f
乍
介
ヒ
介
乍
介
乍
介
乍
f
乍
f
乍
f
乍
6
乍
介

仁
介
仁
介
仁
乍
f
 
乍
介

μ
●
"
ユ
μ
才
μ
●
μ
■
μ
ユ
U
ユ
U
ユ
U
●
μ
●
μ
●
y
●

寒
風
に
脛
出
す
渡
御
の
供
奴

伝
来
の
は
っ
ぴ
で
初
荷
出
で
に
け
り

一
僻
に
三
日
の
鹿
の
そ
っ
ぽ
む
く

短
日
や
も
の
さ
が
す
問
に
は
や
暮
れ
て

山
茶
花
の
薄
紅
が
好
き
咲
き
き
そ
ふ

冬
ざ
れ
に
く
ぐ
も
る
音
の
し
し
お
ど
し

野
の
小
春
廻
り
道
し
て
堤
行
く

残
菊
の
香
に
立
ち
ど
ま
る
月
明
り

一
し
き
り
又
ひ
と
し
き
り
落
葉
舞
ふ

山
中
山
木
選

小
野
タ
カ
子

増
尾
正
子

北
浦
恵
美
子

小
林
延
子

黒
川
和
子

近
東
静
子

東
口
秀
子

横
田
万
里
子

尾
田
寿
子

斉

商
店
復
例
の

新
春
角
座
御
招
待
実
施

1
影
.
一
、
.

.

一
一

亀
i
1
-
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
J
1
-
ー
ー
ー
ー
ー
ー
運

.

二

ノ

ψ
、
,

払

、

ー
.,

賃
金
問
題
特
別
研
究
会

゛

奈
良
市
商
店
街
抓
鐙
絡
協
議
会
弁
当
配
り
、
入
場
釜
等
に
大
ハ

(
三
六
商
店
街
、
-
 
0
七
五
商
店
加

0

盟
)
は
、
歳
末
大
売
出
し
の
一
環
と

し
て
、
先
月
十
四
日
、
お
買
物
客
九

二
0
名
を
、
大
阪
角
座
新
春
興
行
に

招
待
し
た
。

新
春
角
座
招
待
は
、
当
協
議
会
の
恒

例
行
事
の
一
つ
で
、
今
年
が
三
年
目
,

今
で
は
地
元
買
物
客
の
火
き
な
楽

し
み
と
な
っ
て
い
る
。

商
工
会
議
所
か
、
わ
は
、
正
副
会
頭
、

専
務
理
串
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
各

商
店
街
の
会
長
さ
ん
は
、
日
頃
の
ご

愛
顧
に
答
え
ん
と
、
<
ツ
ピ
姿
で
、

.

一

県
経
営
者
協
会
で
は
次
に
ょ
り
標

記
研
究
会
を
開
催
す
る
。
詳
細
に
つ

い
て
は
同
恊
厶
亘
制
⑳
二
0
0
-
 
W
)

ま
で
。

日
時
 
2
月
詑
日
御

午
後
二
時
1
同
四
時

場
所
共
済
会
館
や
ま
と
郭
号
室

、
.

.
゛

亥 ゛
.

(

.
J
、'

一'゛

」

司
、

"

゛

ノ
.

一

甲

ー
,
,
,
」
匡

ヘ
乳
A

亀

テ
ー
マ
『
昭
和
野
年
春
季
賃
金
交

渉
の
問
題
点
』

講

師

日
本
経
営
者
団
体
連
盟

調
査
部
長
成
瀬
健
生
氏

参
加
費
一
名
四
千
円
全
社
二
名

以
上
参
加
の
場
合

三
、
五
0
0
円
)

申
込
み
二
月
十
五
日
ま
で

、

.

.

一

一
方
、
埼
台
の
商
店
街
セ
レ
モ
ニ

ー
で
は
、
テ
ィ
チ
ク
の
松
本
さ
ゆ
り

さ
ん
の
特
別
出
演
の
他
、
肌
奈
良
の

女
王
コ
ン
テ
ス
ト
で
参
加
一
六
二
名

の
中
か
ら
選
ぱ
れ
た
奈
良
の
女
王
、

準
女
王
、
特
別
賞
の
お
嬢
さ
ん
方
か

振
袖
姿
も
艷
や
か
に
登
場
、
女
王
の

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
返
答
に
イ
ン
タ

ビ
ユ
ー
の
、
、
わ
ん
太
、
み
い
子
も
、

お
杁
を
奪
力
れ
た
感
じ
で
会
場
は
、

^
い
た
げ
牙
囲
ダ
に
、
つ
つ
ま
オ
た

一

、
互

.

.
=
●
1
 
"
ー
'
ι
三
子
'
生
◆ 一

.

7

ソ

6

含

"
K

奈

「
゛
ト
カ

一
繁
繁本

山
問
若

長
長

会
社

締
締

刷

'

一

ノ
;
ー

卑

,
L
.
酷

一

,

?

1
耳

1

喬
ι
讐
.

1
詞
,
、
ー

ぜ
・
 
Y
 
M
 
〒

け

日
時
 
2
月
鈴
日
閃

午
後
一
時
三
C
分
1
同
四
時
三
0
分

場
所
当
所
4
階
中
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
「
最
近
の
日
本
経
済
と
中
小
企
業
L

講
師
奈
良
県
立
短
期
大
学
教
授

比

由

凌
氏

受
講
料
無
料

定
員
七
0
名

(
{
疋
員
に
な
り
次
第
メ
切
り
ま
す
)

一
オ
ヤ
ー

ト
 
r
1
h
 
討
"
"

,
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経営安定特別セミナー
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近電工の技術です。

近雀電条工率株夫僻土
大販市大淀区本庄東2丁自3看41号〒531 丑06(375)6Ⅸ抑

良支店

ノノ

1

}!

小規模企業共j

第161号(第三種郵便物認可)

確定申告相談のお知らせ
0日時2月16日~ 3月15日

平日午前9時~午後5時
士曜午前9時~正午

0場所'奈良商工会議所中小企業相談所
0こ持参願いたい書類
1、税務署から送付された各用紙
2、印鑑

3、生命(損害)保険など所得控除に
必要な書類

4、各帳簿書類

工事のための停電にご協力を
電気を安定しておとどけするため、設備の増強工事、改
修工事などのときには最少限の範囲で停電のお願いをす
ることがあります。ご理解とご協力お願いいたします。

11
;

,' C
「

中小企業事業団/共済班業本部
〒 105 東京'1」,を1幻ルノ 1"12-8・] T E 上(U3 巧02 7171

ιt

奈良会議所ニュース

^関西電力妹奈良支店

昭和57年2月10日(毎月1 回10発行)

応援します、
ゆとり'ある人生。

支店長小柴薫
奈良市西木辻町25の1
T E L0742(24) 1 1 21q勺

〆6.
.'
^

.1

ノ^
.

、
(コ
、、.ノ

こ人なに素晴らしい制度です。

双薙竃
る

・計装・空詞・管・防災・土木

'ゞ

●掛金は、全額力預斤得控除です。
●共済金は、退職所得扱いです。
●国営制度ですから安全・確実です。
●便利な即日貸付制度もあります(ー
定の資格者)。
●加入できる方は、常時使用する従業
貝が20人(商業とサービス業では 5
人)以下の個人事業主と会社の役員、
・一定規椣以下の企業組合・協業組合
の役員の方です。
●くわしいことは、当所中小企業相談
所T E L⑳1487(代)までお問い合力せ
ください。

事業主の退職金制度一
.
^
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青
年
部
一
月
総
会

開
催
さ
る

去
る
1
月
即
日
、
大
東
担
当
副
会

頭
を
お
招
き
し
、
大
和
山
荘
に
て
ー

月
総
会
を
、
 
O
B
の
ご
参
加
も
含
め

て
総
数
妬
名
で
華
々
し
く
開
催
し
た
。

尚
議
件
で
あ
る
次
年
度
役
員
予
定

者
は
次
の
各
氏
で
承
認
さ
れ
た

(
敬
称
各
)

.

音
長

松
岡
泰
夫

専
務
理
事

中
村
徹

監
事

西
川
達
夫

監
事

前
田
武

副
部
長

近
東
宏
光

副
部
長

山
本
憲
司

総
務
委
員
長
士
屋
信
一

会
貝
委
員
長
木
下
尊
通

事
業
委
員
長
木
堂
一
美

研
修
委
員
長
嘉
瀬
井
忠
継

直
前
部
長

水
谷
悦
郎

◎
(
総
務
、
会
員
担
当
副
部
長

近
東
宏
光
)

◎
(
事
業
研
修
担
当
副
部
長

山
本
憲
司
)
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一

目
0

丁
一

5
3

路
収

大
俳

条
劇
四
奈
市
L

良
E

奈
T

家
族
忘
年
会
開
催

口
月
説
日
木
曜
日
午
後
6
時
よ
り

奈
良
商
工
会
議
所
5
階
大
ホ
ー
ル
に

て
開
催
さ
れ
た
。

午
後
6
時
に
山
岡
事
業
委
員
会

副
委
貝
長
の
司
会
で
始
ま
っ
た
。
小

林
会
長
挨
拶
の
の
ち
バ
ン
ド
演
奏
、
歌

な
ど
か
あ
り
、
つ
づ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
ト

の
抽
選
を
し
順
次
交
換
し
た
。
会
員

の
中
か
ら
歌
う
人
も
出
て
和
気
あ
い

あ
い
の
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
午
後
8

時
杉
本
副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
閉

会
と
な
っ
た
。
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お
め
で
た
い
詩
吟
を
朗
詠
さ
れ
た
。
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一
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一
月
例
会
開
催

1
打
部
日
火
曜
日
奈
良
商
工
会
議

皐

所
地
階
A
B
会
議
室
に
て
午
後
6
時

よ
り
当
友
好
倶
楽
部
理
事
岡
本
栄
一

氏
に
ょ
る
「
訪
中
雛
一
」
と
題
さ
れ
て
の

講
話
を
聞
き
、
お
と
な
り
宙
の
実
情

と
知
識
を
深
め
た
。
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同
好
会
だ
よ
り

囲
碁
同
好
会
新
春
囲
碁
大
会
開
催

さ
る
1
月
7
日
木
曜
日
W
時
よ
り
友

好
倶
楽
部
室
に
お
い
て
参
加
者
9
名

に
ょ
る
総
当
り
で
争
わ
れ
住
井
恒
雄

氏
が
全
勝
で
優
勝
。
岩
間
大
典
氏
が

準
優
勝
で
あ
っ
た
。
午
後
7
時
大
会

終
了
。

新
年
賀
会
開
催

]
月
6
日
水
曜
日
午
前
W
時
釦
分

よ
り
奈
良
商
工
会
議
所
5
階
大
ホ
ー

ル
に
て
奈
良
商
工
会
議
所
、
奈
良
経

済
同
友
会
、
と
合
同
で
開
催
さ
れ
た
。

当
倶
楽
部
の
岩
問
大
典
氏
が
新
年
の

一

局
、

"

"

ノ
'

、

昨
年
一
年
間
は

企
業
倒
産
(
負
債

一
千
万
円
以
上
)

は
、
一
万
七
千
六

百
十
件
、
負
債
総

額
二
兆
六
千
九
百

二
十
四
億
五
千
三
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百
万
円
で
、
件
数

金
額
と
も
に
前
年
(
昭
和
五
十
五
年
)

に
次
ぐ
史
上
三
番
目
の
高
水
準
と
な

つ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
(
本
年
一

月
十
五
日
付
旧
本
経
済
新
聞
)
。
こ

、
つ
し
た
倒
産
の
背
景
と
し
て
は
、
住

宅
投
資
の
不
振
や
個
人
消
費
の
低
迷

に
加
え
て
、
年
後
半
か
ら
の
公
共
投

資
の
息
切
れ
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら

は
個
々
の
人
止
業
に
は
ど
う
し
よ
、
つ
も

な
い
事
情
で
あ
る
が
、
倒
産
の
直
接

的
な
原
因
は
、
売
上
げ
低
下
、
利
益

減
少
、
貸
倒
れ
発
生
、
不
良
在
庫
過

大
、
設
備
投
資
の
失
敗
、
借
入
金
過
大

な
ど
、
む
し
ろ
企
業
自
身
の
問
題
す

な
わ
ち
鯵
呂
者
の
責
任
に
属
す
る
も

の
で
あ
る
。
目
饗
が
悪
い
と
か
、
競

争
企
業
の
圧
迫
と
か
、
金
融
機
関
の

態
度
か
冷
い
と
か
い
っ
て
見
た
と
こ

、、

ろ
で
、
し
ょ
せ
ん
、
他
企
業
は
倒
産

し
な
い
の
に
自
企
茅
倒
産
す
る
の

は
、
疑
呂
者
に
欠
点
か
あ
っ
た
こ
と

に
は
間
違
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

⑧
優
柔
不
断
型
1
経
営
者
と
し
て
意

思
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
ず
、
何
事

を
す
る
に
も
遅
れ
が
ち
な
タ
イ
プ
。

売
掛
金
の
回
収
が
遅
れ
た
り
、
状

況
変
化
が
起
っ
て
も
、
な
か
な
か

手
を
打
た
な
か
っ
た
ら
、
遅
れ
が

ち
に
な
る
。

⑨
病
弱
型
1
肉
体
的
に
致
命
的
な
病

気
を
持
っ
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん

精
神
的
に
ひ
ょ
わ
な
タ
イ
プ
。
元

、

気
か
な
い
、
覇
気
か
な
い
と
い
う

、し

人
も
経
営
者
に
は
適
さ
な
い
。
こ

の
よ
う
な
場
A
口
、
や
む
を
え
な
け

れ
ぱ
、
よ
き
片
腕
を
持
つ
べ
き
で

あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
タ
イ
プ
が

一
?
づ
つ
純
粋
な
型
で
現
わ
れ
る
場

合
は
少
な
く
、
幾
つ
か
の
タ
イ
プ
か

複
合
し
て
現
わ
れ
て
い
た
り
、
一
つ

が
主
と
な
っ
て
他
が
従
属
し
て
現
わ

れ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
。

兎
に
角
、
倒
産
ま
で
は
考
え
な
く

と
も
、
売
上
げ
不
振
、
利
益
減
少
、

資
金
繰
り
か
窮
屈
と
な
っ
た
時
、
ほ

や
く
の
を
や
め
て
、
前
述
の
よ
う
な

こ
と
に
つ
い
て
反
省
し
、
そ
っ
し
た

欠
点
を
取
り
除
く
よ
う
自
助
努
力
し

た
い
も
の
で
あ
る
。

健
康
と
若
さ
を
保
つ

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
栄
養
補
助
食
品

小
麦
脛
芽
油
・
プ
早
イ
ン
・
プ
ル
ー
ン

叫
牽
、
..

n
乱 .

1

¥

漣

が
あ
る
と
い
力
れ
る
。

山
気
力
不
足
型
1
と
に
か
く
磯
れ

な
い
タ
イ
プ
。
何
事
も
な
し
と
げ

る
、
や
り
ぬ
く
、
完
遂
す
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
ず
、
簡
単
に
途
中

で
投
げ
出
し
て
し
ま
、
つ
。

②
不
勉
強
型
1
貸
借
対
照
表
の
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
わ
か
、
わ
な
い
タ
イ
プ
。

在
庫
か
多
い
の
を
資
力
が
あ
る
と

思
っ
た
り
、
借
入
金
が
多
い
の
を

信
用
力
が
あ
る
と
考
え
た
り
、
自

分
の
能
力
を
錯
覚
す
る
。

③
表
面
理
解
型
1
わ
か
っ
た
よ
う
な

詩
吟
同
好
会

毎
月
第
1
、
第
2
、
第
4
金
曜
日
午

後
5
時
即
分
よ
り
当
倶
楽
部
会
議
室

に
て
。
お
問
い
合
せ
は
当
倶
楽
部
事

務
局
ま
で
T
E
L
訟
1
7
0
9
0
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

電
電
電

1
町

目
庄

丁
ノ
騎

1
後
始

町
丹
町

条
市
田

二
山
谷

市
郡
市

良
和
駒

奈
大
生

店
店
店

西
郡
生
山
駒

麹
、
"

暮

.
、
"
.一

亭

こ
と
を
根
処
に
保
守
的
で
、
前
向

き
に
動
こ
う
と
し
な
い
。

⑤
カ
ン
万
能
型
1
数
字
が
苦
手
の
タ

イ
プ
。
世
の
中
の
進
歩
に
あ
わ
せ

て
自
分
も
成
長
す
る
の
で
な
く
、

単
に
苦
手
だ
か
ら
と
い
う
だ
け
で

押
し
と
お
す
頑
固
型
で
あ
る
。

⑥
他
力
本
願
型
1
自
分
が
頑
張
っ
て

経
営
を
良
く
し
よ
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
他
の
力
を
借
り
よ
う
と

す
る
タ
イ
プ
。
大
企
業
や
大
型
店

の
圧
迫
を
殊
更
に
言
い
立
て
て
、

組
合
や
商
店
街
組
織
さ
ら
に
は
行

、
.
ゞ
菱

t
・
'
、

町
 
2

東
 
5

市
 
0

ヒ
一
ゴ
 
6

良
=
 
L
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E

奈

中
小
企
業
診
断
士

井
上
誠
逸

i
 
f
 
1
 
、
、
乳
,
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Y

他
人
の
振
り
見
て

わ
が
振
り
を
直
そ
う

'
鄭
亀地
.

'

:
冒

Y
.

'
じ
進
'

゛

i

'
■

一
、

゛

」
4、

、

産
を

営
者

顔
を
し
て
い
る
か
、
本
当
は
何
も

わ
か
っ
て
い
な
い
タ
イ
プ
。
経
営

の
基
礎
知
識
の
不
足
、
た
と
え
ぱ

経
営
で
は
、
資
本
に
対
す
る
利
益

の
多
さ
、
借
入
金
の
少
な
さ
や
売

上
げ
に
対
す
る
在
庫
や
受
取
債
権

の
適
正
さ
な
ど
経
営
の
基
本
を
知

ら
ず
、
響
上
の
問
題
の
軽
重
や

T
P
0
力
わ
力
、
わ
な
い
。

④
現
状
維
持
型
1
創
造
や
開
発
で
、

新
し
い
も
の
や
事
柄
に
挑
戦
す
る

こ
と
が
苦
手
な
タ
イ
プ
。
今
ま
で

の
や
り
方
で
生
活
が
出
来
て
い
る

菟

.

.

一

招
き
や
す

の
タ
イ
プ

政
の
力
に
頼
ろ
う
と
す
る
。
し
よ

せ
ん
他
人
は
他
人
で
あ
っ
て
、
大

し
て
自
分
の
力
に
は
な
、
わ
な
い
し
、

役
に
も
立
た
な
い
も
の
で
あ
る
。

⑦
借
金
依
存
型
1
企
業
体
質
の
充
実

と
か
経
営
内
部
の
バ
ラ
ン
ス
と
か

を
考
え
ず
、
成
り
行
き
ま
か
せ
の

経
営
を
し
て
、
カ
ネ
か
不
足
す
れ

ば
借
入
金
を
し
て
支
払
を
す
ま
せ

れ
ば
よ
い
と
す
る
タ
イ
プ
。
腰
を

す
、
え
て
経
営
に
取
り
組
む
の
に
力

を
そ
そ
ぐ
よ
り
も
む
し
ろ
借
金
の

た
め
に
力
が
入
っ
て
い
る
型
で
あ

、
号
一
,
、
、
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奈良会議所ニュース 昭和57年2月10日(毎月1 回10発行)

企業経営の.

...^

ガ簗滋聾ろ.●■

■、

経倒

J-ー,

^^

^....^....^●●●●^●昆●■^●■●●^.闇

第]6]号(第三種郵便物認可)

:自身の巣をもつということは

L、

フレストランノ＼

(/.ぞン《"
営業時間
(パプタイム

^^..■.^.■■.^.●●●^●●●●^●●●●^■●●■^●●●●^●■●●^●●●●^●●●●^●●●●

^■...^●●●゛^■尋●●^●●●●^■●●●^.

('

9:00~ 22:00

17:00~22:0の

ボトルキープ

奈良会議所ニュース

ニッカG&G 3,200円
スーバーニッカ4,000円
キングジョージ4,500円
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私
た
ち
は
、
住
宅
の
購
入
資
金
や
病
気
な
ど
に
ょ
る
思
い
が
け
な
い
出

費
に
備
え
た
り
、
老
後
の
生
活
の
た
め
に
預
貯
金
を
し
た
り
公
社
債
を
買

つ

た
り
し
て
貯
蓄
し
て
い
ま
す
。

預
貯
金
や
公
社
債
の
利
子
は
、
利
子
所
得
と
し
て
所
得
税
が
か
か
り
ま

す
か
工
疋
の
手
数
を
と
る
こ
と
に
ょ
っ
て
非
課
税
の
扱
い
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
を
取
得
す
る
目
的
で
、
一
定
の
要
件
に
当

て
は
ま
る
貯
蓄
を
し
た
と
き
は
、
税
金
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
0

そ
こ
で
利
子
所
得
に
対
す
る
課
税
方
法
、
非
課
税
の
扱
い
を
受
け
る

た
め
の
手
続
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
よ
う
。

ノ

総
合
課
税
と

源
泉
分
離
課
税

一
総
合
課
税

預
貯
金
や
公
社
債
の
利
子
に
か
か

徴
収
だ
け
で
納
税
が
完
了
し
ま
す
。

源
泉
分
籬
課
税
を
選
択
す
る
場
合

に
は
、
預
貯
金
を
し
て
い
る
銀
行
な

ど
に
「
利
子
所
得
の
源
泉
分
馳
課
税

の
選
択
申
告
書
」
を
提
出
し
な
け
れ

ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

次
の
よ
う
な
利

子
は
非
課
税
に

が
支
払
わ
れ
る
と
き
に
源
泉
徴
収
さ

L
、

、
翌
年
の
確
定
申
告
の
際
に
、
利

オ子
所
得
以
外
の
所
得
と
総
合
し
て
所

得
税
を
精
算
す
る
こ
ど
に
な
っ
て
い

ま
す
。こ

れ
を
利
子
所
得
の
総
合
課
税
と

い
ま
す
。
こ
の
場
合
の
源
泉
徴
収

い税
率
は
支
払
わ
れ
る
利
子
の
二
0
パ

ー
セ
ン
ト
で
す
0

利
子

所
得
の
金
額
が
二
十
万
円
以
下
で
あ

れ
ぱ
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

な
お
、
普
通
預
貯
金
や
通
知
預
金

な
ど
の
利
子
で
、
昭
和
五
十
八
年
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
に
支
払
を
受
け

る
べ
き
も
の
に
つ
い
て
は
、
確
定
申

、レ

告
す
べ
き
か
ど
、
つ
か
を
本
人
が
選

択
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
源
泉
分
離
課
税

定
期
預
貯
金
、
貸
付
信
託
、
金
銭

信
託
、
公
社
債
な
ど
の
長
期
性
貯
蓄

の
利
子
な
ど
で
、
昭
和
五
十
八
年
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
に
支
払
を
受
け

る
べ
き
も
の
に
つ
い
て
は
、
源
泉
分

航
課
税
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
源
泉
分
馳
課
税
を
選
択
す
る

と
、
総
合
課
税
の
源
泉
徴
収
税
額
よ

り
も
高
い
、
三
五
。
ハ
ー
セ
ン
ト
の
税

率
で
税
金
が
か
か
り
ま
す
が
、
源
泉

万
円
ま
で
を
限
度
と
す
る
「
小
額
公

債
の
利
子
の
非
課
税
」
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
は
一
般
に
「
特
別
マ
ル
優
」

と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
適
用
を

受
け
る
た
め
の
手
続
は
、
一
の
場
合

と
ほ
ぽ
同
じ
で
す
。

三
勤
労
者
財
産
形
成
貯
蓄
の
利
子

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
給
与
か
ら
天
引

き
さ
れ
て
貯
蓄
す
る
勤
労
者
財
産
形

成
貯
蓄
の
利
子
な
ど
に
つ
い
て
は
、

一
及
び
二
と
は
別
わ
く
で
、
一
人
元

本
五
百
万
円
ま
で
を
限
度
と
し
て
「
勤

労
者
財
産
形
成
貯
蓄
の
利
子
等
の
非

課
税
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
一
般
に
「
財
形
貯
蓄
」
と
い
わ
れ

る
も
の
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
財
産

形
成
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い

る
制
度
で
す
。

非
課
税
の
扱
い
を
受
け
る
に
は
「
財

産
形
成
非
課
税
貯
蓄
申
告
書
」
を
、

勤
務
先
を
経
由
し
て
貯
蓄
先
の
銀
行

な
ど
に
提
出
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。

四
郵
便
貯
金

郵
便
貯
金
の
利
子
に
は
原
則
と
し

て
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

貯
金
は
一
人
元
本
三
百
万
円
、
住
宅

積
立
郵
便
貯
金
は
一
人
元
本
五
十
万

円
ま
で
と
い
、
つ
預
入
れ
制
限
が
あ
り

ま
す
。た

だ
し
、
故
意
又
は
重
大
な
過
失

に
ょ
っ
て
こ
の
制
限
を
超
之
て
預
入

れ
を
し
た
場
<
口
、
そ
の
超
え
た
部
分

の
利
子
に
つ
い
て
は
、
課
税
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

.
(

一
少
額
貯
蓄
の
利
子

預
貯
金
、
公
社
債
、
貸
付
信
託
、

金
銭
信
牙
ど
の
利
子
や
収
益
の
分

配
金
に
は
、
一
人
元
本
二
百
万
円
ま

で
を
限
度
と
し
て
「
少
額
貯
蓄
の
利

子
の
非
課
税
」
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

入
一
千
万
円
以
下
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

で
、
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
利
子

所
得
だ
け
の
場
合
に
は
、
そ
の
利
子

れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
制
度
を
利

用
す
る
に
は
銀
行
や
証
券
会
社
な
ど

こ
「
非
課
税
貯
蓄
申
告
書
」
を
提
出

し
、
預
入
れ
の
都
度
「
非
課
税
貯
蓄

申
込
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。ま

た
、
「
非
課
税
貯
蓄
申
告
書
」

は
二
以
上
の
銀
行
な
ど
に
提
出
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
合
計
で
三
百

万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
提
出
す
る

こ
と
か
で
き
ま
せ
ん
。

二
少
額
公
債
の
利
子

昭
和
六
十
年
十
二
月
二
十
一
日
ま

で
に
発
行
さ
れ
る
利
付
国
債
や
公
募

地
方
債
の
う
ち
、
発
行
後
三
年
以
内

の
も
の
を
購
入
し
た
場
合
そ
の
利

子
に
つ
い
て
は
、
一
の
少
額
貯
蓄
と

、、

は
別
わ
く
で
、
一
人
額
面
金
額
三
百
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第 161号(第三種郵便物認可)

一無担保・無保証人==
本融資制度は、奈良商工会議所の経営指導を受けて経営改善し、事

業を発展させようとお考えの方々に、必要な小口の事業資金を、商工
会議所会頭の推薦で国民金融公庫より無担保・無保証人でお貸しする
ものです。
貸付対象/常時雇用する従業貝の数が、商業・サービス業で

ネ5 人以下、製造業その他では20人以下の企業で
あること。 (往)環境衛生業手゛(飲食店、理・
美容店、クリーニング店など)の方は運転資金に
限られます。尚、設備資金については環境衛生金
融公庫の小企業設備改善資金が受けられます。

資金使途/設備資金・運転資金
貸付限度額/350万円(内運転資金300万円以内)
利 率/年7.0%
済期限/設備 4年以内

奈良会議所ニュース

◎担保・保証人/不要(信用保証協会の保証もいりません)
◎貸出機関/国民金融公庫
※本制度についてのお問い合せは当所中小企業相談所

(TEL ⑳6222Wまで。)

連転 3年以内

昭和57年2月]0日(毎月1 回10発行)

必要に応ヒ6ケ月以内の据
置きの取扱可均等償還
必要に応ヒ6ケ月以内の据
置きの取扱可均等償還

■春夏冬学習講座■

旅長

岡本E11届"丕二芸ネ士
BEST PRINTING

第 161号(第三種郵便物認可)

^岡本専商株式会社
奈良市法蓮仲旺汀1086番地
話0742-22-0940番〒630

中学・高校への最高の進学実績と補習教育の充実

冊公開模擬テスト■
罰進学教室■

力

給
与

本社及ぴ
奈良事務所
京都事務所

力

奈良市大筥町1丁目6番幻号
T E L 奈良(0742) 34-1 4 6 1(代)

京都市中京区御他通御幸町亀屋可京都府旅館会館
T E L 京都(075) 221-1 6 3 2(代)

奈良会議所ニュース

ぐ'

抜群の実績を誇る信頼と成果.ノ
奈良県教育テスト協会

^

奈良市杉ケ西町・国鉄奈良駅南3分
橿原市兵部町福又ビル2F
五條市五条 1丁目桜井誠文堂内

6/

昭和57年2月10日(毎月1 回10日発行)

Ⅱ

会0742(23)2123(代〒630
合07442(3)502&伐〒634
会07472(3)1313代〒637

子ι
一「

、で7

ル

総合企画・設計・監理

優
L-

日帰りから海外旅行まで旅のことならお気軽にノ

運輸大臣登録一般旅行業第91号

(株)読売旅行奈良営業所
奈良市高天町18 TEL 0742⑳5521~2


